
◆ Ｇ空間EXPO2022
［会場開催］令和４(2022)年12月6日(火)～7日(水)

東京ポートシティ竹芝 東京都立産業貿易センター浜松町館

［オンライン開催］＊期間調整中（上記会場開催期間を含む1か月程度を想定）

◆ 開催内容
○最先端の技術やサービス等の展示会
（測量・地理空間情報サービス事業者、国立研究機関、G空間EXPO運営協議会各団体 等）

○G空間情報に関する独創的なアイデア等の発表・展示・表彰
（地方公共団体、教育関係者、学生、NPO、民間企業等＝公募）

○講演･シンポジウム（G空間社会を支える最新情報や研究成果の発表等）

Ｇ空間EXPOの開催

◆ 主催：G空間EXPO運営協議会 （＊下線は産学官の各幹事団体）

【産】公益社団法人日本測量協会、一般社団法人全国測量設計業協会連合会、
一般社団法人日本測量機器工業会、公益財団法人日本測量調査技術協会、
一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構、
一般財団法人日本情報経済社会推進協会

【学】一般社団法人地理情報システム学会

【官】国土交通省不動産・建設経済局、国土交通省国土地理院、内閣官房、内閣府宇宙開発戦略
推進事務局、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構

【各府省の皆様へご協力いただきたいこと】
・広報協力（ポスター掲示、SNS拡散等）
・地理空間情報の利活用が期待される関係団体や地方公共団体等に対する以下の声掛け

－地理空間情報フォーラムへの出展（希望に応じ、詳細情報を案内）
－講演・シンポジウムへのご参画（希望に応じ、詳細情報を案内）
－実地開催への来場、オンライン開催へのアクセス

○ G空間EXPOは、地理空間情報活用推進基本計画に基づき、産学官民の連携により、地理空間情報（G空間
情報）の活用の有効性や最新の技術動向に関するセミナー、新産業・新サービスの創造に寄与する講演会･シ
ンポジウム、新商品･新サービスの展示会等を行い、地理空間情報を活用した新技術の活用推進、普及啓発を
図るイベント。

○ 2010年度より実施、今年で12回目の開催。

資料４



【参考】Ｇ空間ＥＸＰＯ２０２１ 実施内容

• 来場数・アクセス数
【実地開催：12/7~8】 来場数 1,022名
【オンライン開催：12/1~26】
アクセス数 51,330件（1,974件／日）

（参考）
・Ｇ空間EXPO2020 ※オンライン開催のみ
【オンライン開催：11/27~12/27】
アクセス数 58,306件（1,880件／日）
・Ｇ空間EXPO2019 ※実地開催のみ
【実地開催：11/28~30】 来場者数 15,513名

• 地理空間情報フォーラム（展示会）
出展数 27コマ
測量・地理空間情報サービス事業者、国立研究機関、G空間
EXPO運営協議会各団体 等がブースを出展

• Geoアクティビティコンテスト（表彰）
出展数 16コマ
コンテストに応募した地方公共団体、教育関係者、学生、NPO、
民間企業等が展示、プレゼン

• 講演・シンポジウム
プログラム数 11
衛星測位に関するものなど、G空間社会を支える最新情報や研究
成果等をプレゼン（オンライン配信あり）



【参考】Ｇ空間ＥＸＰＯ２０２１ 実施内容


